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	細胞局在：核。この遺伝子はジンクフィンガー転写因子をコードする。コードされるタンパク質は、インターロイキン2の転写抑制に関与している可能性が高い。この遺伝子の変異は、後部多形性角膜ジストロフィー3および遅発性フックス内皮性角膜ジストロフィーと関連している。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2010年3月]
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	AREB6ウサギモノクローナル抗体を用いたA459細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト結腸組織の免疫組織化学分析。1、AREB6ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈した（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用した（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット結腸組織の免疫組織化学分析。1、AREB6ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈した（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用した（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

